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1. 平成31年1月期第2四半期の連結業績（平成30年2月1日～平成30年7月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年1月期第2四半期 7,768 △0.4 174 40.0 229 21.8 141 3.6

30年1月期第2四半期 7,802 △0.2 124 △48.8 188 149.8 136 191.7

（注）包括利益 31年1月期第2四半期　　0百万円 （△99.8％） 30年1月期第2四半期　　67百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年1月期第2四半期 17.22 ―

30年1月期第2四半期 16.61 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年1月期第2四半期 13,752 9,763 70.8

30年1月期 14,516 9,763 67.1

（参考）自己資本 31年1月期第2四半期 9,740百万円 30年1月期 9,739百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年1月期 ― ― ― 0.00 0.00

31年1月期 ― ―

31年1月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 1月期の連結業績予想（平成30年 2月 1日～平成31年 1月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,500 3.2 480 29.9 570 20.6 400 △26.4 48.71

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年1月期2Q 8,217,281 株 30年1月期 8,217,281 株

② 期末自己株式数 31年1月期2Q 6,297 株 30年1月期 5,967 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年1月期2Q 8,211,146 株 30年1月期2Q 8,212,424 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後、様々な要因
によって予想値と異なる場合があります。業績予想に関しましては、添付資料３ページ、「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、米国の保護主義政策に端を発する貿易摩擦の懸念が拡大するな

ど先行きに不透明感はあるものの、企業収益や雇用環境の改善、個人消費の持ち直し等を背景に、景気は緩やかな回

復基調が続きました。 

衣料品業界におきましては、気温の上昇に伴い季節需要が高まりを見せましたが、衣料品に対する消費者の節約志

向が依然として根強いことに加え、梅雨明け以降の連日の猛暑や、度重なる台風の接近、上陸がマイナス要因に働

き、総じて厳しい状況が続きました。 

こうした中、当社グループは本年度を最終年とする「第３次中期経営計画」に掲げた各施策に引続き取り組みまし

た。 

卸売り事業主力のレッグウェア事業は、百貨店販路では、実需連動型の卸売りを徹底しながら店頭売上を伸ばす各

施策に注力すると共に、原価削減による利益率向上に努めました。量販店販路では、大手量販チェーンとの取組み深

耕による売上拡大に取り組みました。 

通信販売事業につきましては、テレビ通販で、ブランドの選択と集中による収益率向上と番組確保に取り組み、イ

ンターネット販売では、ソックス販売と越境販売に注力しました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は7,768百万円（前年同期比0.4％減）、営業利益は174百万円

（前年同期比40.0％増）、経常利益は229百万円（前年同期比21.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は141

百万円（前年同期比3.6％増）となりました。 

 

セグメント別の業績概要は以下の通りです。 

 

（卸売り事業）

レッグウェア事業は、百貨店販路では、実需連動型の卸売が定着し、店頭消化率が改善したことで昨年から引き続

き返品を大幅に削減しました。店頭施策としては、お取引先との取組み強化により、紳士靴下で当社１社体勢の売場

を構築する等、商品展開スペースの拡大に努めました。強化アイテムのレッグソリューション商材につきましては、

雑誌媒体とのタイアップや、東京ミッドタウンで開催された「WOMAN  EXPO  TOKYO 2018」への出展等の販促活動効

果に加え、梅雨明け以降の猛暑の影響もあり、ＵＶカット商品や冷感商品等、盛夏商品の販売が好調に推移しまし

た。メンズアンダーウェアにつきましては、展開スペースの拡大に加え、ラウンジウェア取扱い店舗が増加したこと

で順調に売上を伸ばしました。 

量販店販路は、大手量販チェーンのプライベートブランド獲得は計画まで達成出来ませんでしたが、サッカーワー

ルドカップの効果もありスポーツブランドの売上は好調に推移しました。 

その他卸売り事業につきましては、概ね前年通りで推移しました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間での卸売り事業の売上高は6,578百万円（前年同期比1.3％増）、営業利

益は152百万円（前年同期比19.5％減）となりました。 

 

（通信販売事業） 

通信販売事業につきましては、テレビ通販を展開する株式会社ナイガイ・イムは、売上は昨年来の収益構造改革に

伴うブランド集約により減収とはなったものの計画通りに推移し、在庫を大幅に削減しました。 

インターネット販売を展開するセンティーレワン株式会社は、レッグウェア販売が堅調に推移し、増収増益となり

ました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の通信販売事業の売上高は1,189百万円（前年同期9.0％減）となりまし

たが、昨年はセンティーレワン株式会社にて顧客返品等の影響があった反動から、営業利益は22百万円（前年同期

は、営業損失66百万円）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 （資産、負債及び純資産の状況）

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に対して764百万円減少し、13,752百万円となりまし

た。流動資産では、現金及び預金が106百万円増加し、受取手形及び売掛金が642百万円、商品及び製品が59百万円減

少しました。固定資産では、投資有価証券が時価の下落により159百万円減少しました。 

 負債は、前連結会計年度末に対して764百万円減少し、3,988百万円となりました。支払手形及び買掛金が242百万

円、電子記録債務が228百万円、返品調整引当金が99百万円、借入金が短期、長期合わせて47百万円減少しました。 

 純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益141百万円とその他有価証券評価差額金の減少120百万

円等により、前連結会計年度末に対して0百万円減少し、9,763百万円となりました。 

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ3.7ポイント増加し、70.8%となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動で210百万円の獲得、投資活動で46百万円の

使用、財務活動で45百万円の使用となり、為替換算差額等を加えた合計で106百万円増加し、当第２四半期連結会計

期間末残高は3,704百万円となりました。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が179百万円となり、売上債権の減少635百万円

等の増加項目が、仕入債務の減少453百万円等の減少項目を上回ったため、210百万円の獲得（前年同期は368百万円

の獲得）となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得39百万円等により、46百万円の使用（前年同期は57百万円

の使用）となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出45百万円により、45百万円の使用（前年同期

は165百万円の使用）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成31年1月期通期の業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成30年3月15日に公表いたしました業

績予想を修正しております。

 詳細につきましては、平成30年9月7日に公表いたしました「平成31年１月期第２四半期累計期間及び通期業績予想

の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 

- 3 -

㈱ナイガイ（8013）　平成31年1月期　第２四半期決算短信



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年１月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年７月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,239 4,346 

受取手形及び売掛金 3,429 2,786 

商品及び製品 2,466 2,407 

仕掛品 9 8 

原材料及び貯蔵品 63 67 

その他 481 474 

貸倒引当金 △22 △22 

流動資産合計 10,667 10,067 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 77 67 

土地 79 77 

その他（純額） 80 85 

有形固定資産合計 237 230 

無形固定資産 116 117 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,279 3,119 

その他 269 269 

貸倒引当金 △54 △51 

投資その他の資産合計 3,494 3,337 

固定資産合計 3,848 3,684 

資産合計 14,516 13,752 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年１月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年７月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 848 605 

電子記録債務 869 641 

短期借入金 339 316 

未払法人税等 89 75 

賞与引当金 40 48 

返品調整引当金 378 279 

株主優待引当金 15 3 

その他 658 546 

流動負債合計 3,238 2,516 

固定負債    

長期借入金 35 10 

退職給付に係る負債 1,074 1,094 

繰延税金負債 366 329 

その他 37 36 

固定負債合計 1,513 1,471 

負債合計 4,752 3,988 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,691 7,691 

資本剰余金 6,781 6,781 

利益剰余金 △5,901 △5,759 

自己株式 △4 △4 

株主資本合計 8,567 8,709 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,059 938 

為替換算調整勘定 112 92 

その他の包括利益累計額合計 1,171 1,031 

非支配株主持分 24 23 

純資産合計 9,763 9,763 

負債純資産合計 14,516 13,752 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年７月31日) 

売上高 7,802 7,768 

売上原価 4,813 4,675 

売上総利益 2,988 3,092 

販売費及び一般管理費 2,863 2,918 

営業利益 124 174 

営業外収益    

受取利息 0 1 

受取配当金 27 31 

持分法による投資利益 3 － 

貯蔵品売却益 11 6 

為替差益 13 24 

その他 16 2 

営業外収益合計 73 65 

営業外費用    

支払利息 4 3 

持分法による投資損失 － 2 

その他 5 4 

営業外費用合計 9 10 

経常利益 188 229 

特別利益    

投資有価証券売却益 1 － 

特別利益合計 1 － 

特別損失    

事業撤退損 － 50 

特別損失合計 － 50 

税金等調整前四半期純利益 190 179 

法人税、住民税及び事業税 54 38 

法人税等調整額 △0 △0 

法人税等合計 53 37 

四半期純利益 136 141 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 136 141 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年７月31日) 

四半期純利益 136 141 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △63 △121 

為替換算調整勘定 △17 △20 

持分法適用会社に対する持分相当額 12 1 

その他の包括利益合計 △69 △141 

四半期包括利益 67 0 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 67 0 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 190 179 

減価償却費 61 41 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 △3 

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 7 

返品調整引当金の増減額（△は減少） △212 △99 

株主優待引当金の増減額（△は減少） － △11 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △8 20 

受取利息及び受取配当金 △28 △32 

支払利息 4 3 

為替差損益（△は益） 12 12 

持分法による投資損益（△は益） △3 2 

売上債権の増減額（△は増加） 514 635 

たな卸資産の増減額（△は増加） 63 50 

仕入債務の増減額（△は減少） △113 △453 

その他 △59 △129 

小計 417 225 

利息及び配当金の受取額 28 32 

利息の支払額 △4 △3 

法人税等の支払額 △73 △43 

営業活動によるキャッシュ・フロー 368 210 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △18 △17 

無形固定資産の取得による支出 △33 △21 

投資有価証券の売却による収入 3 － 

貸付金の回収による収入 2 1 

敷金及び保証金の差入による支出 △10 △5 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △1 △2 

投資活動によるキャッシュ・フロー △57 △46 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △100 － 

長期借入金の返済による支出 △65 △45 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

自己株式の処分による収入 0 0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △165 △45 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 △12 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 133 106 

現金及び現金同等物の期首残高 3,205 3,597 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,339 3,704 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年２月１日 至 平成29年７月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

(注)２   卸売り事業 
通信販売 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 6,495 1,307 7,802 － 7,802 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
130 0 131 △131 － 

計 6,625 1,307 7,933 △131 7,802 

セグメント利益又は損失（△） 190 △66 123 1 124 

（注）１．調整額はセグメント間の取引消去であります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年２月１日 至 平成30年７月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

(注)２   卸売り事業 
通信販売 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 6,578 1,189 7,768 － 7,768 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
111 1 112 △112 － 

計 6,689 1,191 7,880 △112 7,768 

セグメント利益 152 22 175 △0 174 

（注）１．調整額はセグメント間の取引消去であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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